








小児医療ばかりでなく、小児の発育に関係する諸問題に対する母子相互作用の意義は、本

研究班の研究の結果次第に明らかになってきた。とくに、母子関係、家庭・育児問題など

社会的な多くの問題も、その基礎に、母子相互作用あるいは親と子の相互の関わり合いに

問題があり母子相互作用の臨床応用について研究することの必要性は近年ますます強くな

っている。 

本研究班は、昭和 60年もひき続き、産科学、小児科学、精神科学、耳鼻咽喉科学、心理学、

教育学、育児学、行動科学、文化人類学、看護学、工学などの領域から60 名の専門家に研

究協力者として参加を求め、母子相互作用の臨床応用について研究を行った。 

当班では 6項目のプロジェクトを組み学際的な研究を行った。各研究者の研究成果は、以

下に添付する報告書に詳細に記されているが、各プロジェクト別の成果をまとめると次の

ようになる。 


